
別記
第 1号様式 (第11条、第13条、第14条関係) ITみ

事 業 者 排 出 量 肖F 減 計 画 書
⊂ 動

・変 更)

裕進観光 株 式会社
代表取締役 中 山 裕 之

231 1155

中京区堀川通二条下ル 土 橋町 16番 地

豆霜霜両覇巧房覇定疋I切 提出しますA
特定事業者の

主たる業種 ホテル業

該当する事業
者要件

解 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に
決算して1,500キロリットル以上))

符 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック
又はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)

年 京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号該当事業者
印 素に決算して3,000トン以上))

(その他の温室効果ガスの大規模排出

計 画 期 間 平成 18 年  4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 針 お客様に満足していただけるホテルを目指し、エネルギー消費効
の意識改革等を進め、Co2削 減に取り組む。

推 進 体 制 専務を本部長とし、幹部会議に諮り改善内容の進捗

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

年 度 設備、対象、工程台 計 画 内 容

照明設備 客室の白熱球をぞエネ球に変換し電気使用量を削減する。

18 給湯設備 時議ポイラーの設定温度を5凌 下げノス使用量を削減する。

18-19 全館 不要な照明器具を紘と、消イ遠動の徹底。

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

基準年度 (冥績)
(17)年 度

(二酸化炭兼強算 (1))

目模年度 (計画)

(19)年 度
〈二酸化炭素族算 (t))

削減軍

(計画)
(%)

A事 業所等排出区分 4,164 t 3,748 t 、,100 %

B輸 送車両排 出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 (1                 4,164 t 2              3,748 t ―100 %
その他の把訴
温暖化対策に

よる温室効果
ガスの削減畳
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

/
ユ量 等 く二酸化尿栞浜算 (,

森林の保全及び整備 (整糖面積) て吸収畳) t

府内産の木材の利用 〈利用畳) m】 (削減曇) t

自然エネルギーを利用 した電
力又は熱の供給

(完電畳) (肖」滅二) t

て部供給畳) CJ 〈削減畳) t

グリーン電力の購入 て購入曇) kwh いJ滅室) t

削減量等合計 t

差 引排 出量

て排出合計―削減告合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)
・1                 4 164 t ■2)(■0           3,748 ↓ …100 %

特 記 事 項 社員へ地球温暖化防止の意義を徹底する戸
~~~~~~~~十 一一

千
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1'程農憲を香替ふテあ較呈曇侵別膨塾層督)皇終鉄港系昌督:断晶務が大きくなっている。

摩  給  先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号

と 1該 当する日には、 レ印を記入してください。特定事業者以外で自主姦加される章業者の方は、レ印のt入 は不要です。
2「 基準年度Jと はIt画期間の前年度を、 「目標年度Jと は計画期間の最終年度をいいます。3 f事業所害排出区分」とは、京都府内の事業所等の事業活動のた

格鴛[手省重吾縁簾畳与督槍窒崩賢身現言?景搭曇異務ど留言章層接岩景る

4'省富:戴魯暑二暑雷暑霧予:5告8骨書骨告皆皆母:号骨:骨を綜督官;撼 告暑告看母暑骨号指揖母暑岳告盲をど腎密皆


